
 

※ 対応レベルは国内等の発生状況により随時変化します。京都府ホームページ等でご確認ください。 

 

検査対象例 
① 通常時（対応レベル１）の時に、河川敷等で「ヒドリガモ」が 1 羽死亡しており、外傷等はない → 検査対象 

② 対応レベル２の時に「マガモ」が２羽死亡しているが、道路際で出血や損傷がある → 検査対象外 

③ 対応レベル３の時に「スズメ」が５羽は死亡しており、外傷等がない → 検査対象 

対応レベル１ 対応レベル２ 対応レベル３

通常時
近隣諸国及び
国内発生時
（単発時）

国内複数個所
発生時

カモ目カモ科　　ヒシクイ　マガン　シジュウカラガン　コブハクチョウ　コハクチョウ
                          オオハクチョウ　オシドリ　　ヒドリガモ　キンクロハジロ

カイツブリ目カイツブリ科　カイツブリ　カンムリカイツブリ　ツル目ツル科　マナヅル ナベヅル

チドリ目カモメ科　　ユリカモメ　　タカ目タカ科　オジロワシ、オオタカ、ノスリ

ハヤブサ目ハヤブサ科　　ハヤブサ

カモ目カモ科　　マガモ　オナガガモ　ホシハジロ スズガモ　トモエガモ

タカ目タカ科　　クマタカ　オオワシ   フクロウ目フクロウ科　　フクロウ

カモ目カモ科  カルガモ　コガモ等（検査優先種１，２以外全種）

カイツブリ目カイツブリ科　ハジロカイツブリ等（検査優先種１以外全種）

カツオドリ目ウ科　カワウ　ペリカン目サギ科　アオサギ　ペリカン目トキ科　クロツラヘラサギ

ツル目ツル科　タンチョウ等（検査優先種１以外全種）　ツル目ツル科　オオバン

チドリ目カモメ科  ウミネコ　セグロカモメ等（検査優先種１以外全種）

タカ目ミサゴ科　ミサゴ　タカ目タカ科　トビ等（検査優先種１以外全種）

フクロウ目フクロウ科　コミミズク等（検査優先種１以外全種）

ハヤブサ目ハヤブサ科　チョウゲンボウ等　（検査優先種１以外全種）

スズメ目カラス科　ハシボソガラス　ハシブトガラス

その他の種 ５羽以上 ５羽以上 ３羽以上 ３羽以上 検査優先種１～３以外の鳥類全て

検査優先種（1～3：水鳥・猛禽類）

１羽以上 １羽以上

検査優先種2 ３羽以上 ２羽以上 １羽以上 １羽以上

検査優先種3 ５羽以上 ５羽以上 ３羽以上 ３羽以上

対応レベル
（※）

監視重点区域

検査優先種1 １羽以上 １羽以上

https://www.pref.kyoto.jp/choujyu/birdflu.html
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鳥が死んでいたら・・・ 
鳥インフルエンザ回収対象野鳥フロー図 

 
 

 

 

 

 

野鳥ですか？        野鳥ではない  

  

 野鳥 

 

  

 

ハトより大きい？  

（約 30cm 前後） 

     小さい （ハトより小さな猛禽類[ツミ♀]）  

 ※鳥インフルエンザ検査対象外 下記「死亡野鳥の処理方法」へ 

（スズメ･メジロ･ムクドリ、外来種、飼養鳥 など） 

 

 

 

 

 大きい 

 

 

水鳥・猛禽類ですか？     水鳥・猛禽類以外の種類  

 

 

 

 鳥インフルエンザ検査対象外（ハトなど） 

 

 

    

⚫ 検査優先種 1～3 その他の種 

カモ、ユリカモメ、タカ、フクロウ 等 の特徴 サギ 等 
 

 

 

 

 

 
水鳥：扁平のくちばし（カモ類）     猛禽類：曲がったくちばし 

水かき                                    かぎ爪  

種類・対応レベルにより、鳥インフルエンザ検査対象の死亡数が異なります。 

詳しくは、「検査優先種と対応レベル」の一覧表で確認を！ 
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